
入門 期 における音読の 基礎指導 
聞き分ける力を 育てながら 

目 次 

Ⅰ テーマ設定の 理由                                                                                                                                                             23 

U  研究仮説                                                                                                                                                                                     23 

皿 研究内容                                                                                                                                                                                     23 

1  聞き分ける力と 音読との関連                                                                                                                         23 

2  入門 期 における音読指導のあ り方                                                                                                             24 

3  入門 期 における音読学習の 教材化について                                                                                     24 

4  現行学習指導要領における 音読・朗読に 関する指導事項の 系統                               25 

5  入門期の学習内容と 単元構成                                                                                                                         26 

w  授業実態                                                                                                                                                                                     26 

1  単元 名                                                                                                                                                                                     26 

2  単元の目標                                                                                                                                                                         26 

3  単元の設定理由                                                                                                                                                             26 

4  指導計画                                                                                                                                                                     27 

5  指導案                                                                                                                                                                                     29 

6  本時の評価                                                                                                                                                                         35 

7  授業記録                                                                                                                                                                           35 

8  授業研究会 G0 記録                                                                                                                                                       38 

v  資料                                                                                                                                                                                                 38 

W  研究のまとめと 今後の課題                                                                                                                                     42 

おわりに                                                                                                                                                                                     42 

参考文献                                                                                                                                                                                     42 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 酎

木
 

爪
弔
 

 
 



入門 期 における音読の 基礎指導 

  聞き分ける力を 育てながら   

浦添市立港 川 小学校教諭 木 村 まち 子 

1  テーマ設定の 理由 

入門 期 の一年生の音読学習のスタートは ，まず，文字を 正しく読む こ とから始まる。 ひらがな 

を 習得し音声の 記号として扱えるよ う になって   はじめて，ことばとして 読めるようになる。 古 

韻 通りに正しく 発音できること ， 語 として文として 正確 (C 音声化できる こ とが，読む力の 基礎と 

なる。 さらに，声に 出して読んでみることで ， こ とばの感覚を 磨き，語彙を 豊かにし，表現力を 

高めていく。 

ところが，入学したばかりの 一年生の発音・ 発声は，声量に 乏しく唇や舌の 動きも不十分なた 

めたどたどしくてはっきりしないことが 多い。 また，文字の 読み違いやと は し読みなど，文に 沿 

って読むことが 難しい。 個人差はあ るが，一つ一つ 拾い読みをしている 段階の子がほとんどであ る。 

このような状況の 中で，一年生に 音読学習の基礎を 身につけさせるには。 入門 期 において系統 

的なきめ細かい 指導が必要であ る。 

しかし，自分の 今までの指導を 振り返ってみると ，果たして十分な 指導をしてきたかどうか 疑 

間 であ る。 つい，ひらがなを 書かせる活動に 時間を取られたり ，内容把握 (C 偏ったりして ，声を 

出して読む活動は ， 単なる一斉読みで 終わってしまっていたような 気がする。 これでは，音読の 

基礎は身につかない。 

そ 乙で，入門 期 に音読の基礎を 効果的に指導する 方法について 考えてみたい。 しっかり音読で 

きる子を育てるには ，しっかり聞がす こ とが基本になると 思う " 聞き分ける耳が 育っていなけれ 

ば，正しい音読も 身につかないであ ろう。 「しっかり聞く」とはどういうことなのか。 「はっき 

0 話す」とはどういうことなのか ，より具体的に 聴覚に訴えながら 感じとらせていきたい " 

これまで自分がやってきた 指導の反省点を 踏まえ，聞き 分ける力を育てながら 音読の基礎を 身 

につけていく 指導法を探って 行きたいと考え ，本 テーマを設定した。 

Ⅱ 研究仮説 

1  音や声，ことばを 聞き合 う 授業を通して ，音読の基礎的技能 ( 日形，姿勢，声量 ) を伸ばす 

ことができるであ ろう。 

2  みんなと一緒に 楽しく読んだり 暗 唱したりできる 歌や詩，ことば 遊びを取り入れることによ 

り，語 や文としてのまとまりを 考えて音読する 子が育っであ ろう。 

m  研究内容 

]  閃き分ける力と 音読との関連 

人は ， 昔を聞く方が 物を見るより 先に，ことばを 聞く こ との方が話すことよりも 先に育つ。 

その こ とが「ことはの 習得は聞くことから 始まるのであ って，ことはの 指導の基本は 聞くこと 
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4
 現行学習指導要領における 音読・朗読に 関する指導事項の 系統 
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音読学習の教材化をするにあ たっての留意点を 次に述べてみたい。   

㈲ 音読の基礎的技能の 指導 

自然な声，元気のあ る張りのあ る声を遊びや 生活の中で育てる。 発音については ，母音と 

子音との っ ながりを理解させ ，五十音表の 正しい見方を 通して日本語の 発音の基礎を 学習さ 

せる。 また，舌の動きや 呼吸法などを こ とば遊びの中で 訓練していく。 国形指導は。 鏡を使 

って日形 図 と自分の口形を 見比べさせる " さらに，自分の 耳でどの読み 方がよいか確認し・ 

自分の声を耳で 常に確かめながらよりよい 日形を育てていく。 姿勢については ，ただ形だけ 

で教えるのではなく・よい 発音，発声ができる 姿勢を自分で 感じとらせていく " また，自分 

の声を録音し ，テーブを聞き ，発音や読み 方のよいところや お がしいところに 気付かせてい 

く 方法も取り入れたい。 

(2) 語 や文としての 読み方指導 

三 音節の乙とばの 読みから入り ，三音節・回音節と 進み ， 語のまとまりとして 読めるまで， 

くりかえし声に 出して読ませる。 さらに，声に 出して読むだけでなく 書く活動も同時に 取り 

入れ，音声と 文字とイメージが 一体化するように 指導する。 語 としての読みができるように 

なったら，簡単な 一文の読みに 進む。 短い文で・子どもたちの 生活に近いできるだけイメー 

ジ 化しやすい文を 選ぶようにする。 入門期の音読は ， 短い文をゆっくり ，はっきり，文字に 

沿って確実に 音声化していく こ とが大切であ る。 さらに，授業の 中では，一人ずつ 声を出し 

て 読む活動を多く 取り入れ，一斉読みだけで 終わらせる こ とのないように 配慮する。 

教科書の中心教材を 見てみると。 音読教材としてふさわしいお 話し文が少なく ，特に文の 

音読に慣れさせたい 時期の教材は ，ほとんどが 説明文になっている。 こ れでは，子どもたち 

に教科書を「自分の 力で読んでみたい」と 思わせることはむずがしい。 そ 乙で，児童にとっ 

て 読みの抵抗が 少なく楽しく 音読できるような 教材を考えていきたい。 

以上のような 留意占を踏まえ ，入門期の音読学習の 教材化に取り 組むことにした。 
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 入門期の学習内容と 単元構成 ( 教科 吉 単元中特設単元 ) 

月 時数 学習内容にとばのれんしゅう ) 単 元 老 

0 母音を含む語を 集める。 そらのはし ( お話 ) 
6 

0 「あ いうえ お 」の書き文字と 筆順 

  ，特設単元， : 、                 

      あ いうえ お であ そぼ ろ ①②   

0 清音の平仮名の 読み書き 
8 たのしいがっこう ( 生活 ) 

0 しりとり 

0 文字重ね遊 び 0 字形の似た平仮名の 区別 

f6  0 基本文型「……が             ます。 -l ともたち ( お話 ) 

  0 にご ろ 昔を含むことば 0 言葉集め (1.23.4 音節 ) 

0 あ い うえ おの うた 0 が ぎぐげご の うた 
  おはなしのたび ( お言舌 ) 

0 つまる おん 0 の ばす ぉん 
5 

0 昔の聞き分け 0 声の録音を聞く 特設単元 
7 

0 母音 て昔 ・ 0 五十音義 0 詩の朗読 あ い うえお であ そぼ ろ ③～⑨ 

0 基本，               は -, … を             ます，」 
8 くらへましょう ( 説明 ) 

0 捌昔 ， 捌 長音を含むことは・ きや き ゆ きょのうた 

0 「は」と「 ね 」 

6  8 せんせい あ のね ( 作文 ) 
0 「 へ 」と「 え 」 0 「を」と「お」 

8  0 基本文型「……は‥…に……を             ます．」 むしの はなし ( 説明文 ) 

W  授業実践 

第 Ⅰ学年 国語科学習指導案 
日 時 平成 3 年 5 月 28 日 ( 火 ) 3 校 時 

学 級 1 年 5 組 男子 ]9 名 女子 15 名 

指導者 木 村 まち 子 

]  単元老 「あ い うえお 」で 遊 ほう 

2  単元の目標 

Ⅲ国形や姿勢。 声の大きさに 気をつけて，はっきりした 発音で話すこと。 

(2) 言葉のリズムに 親しみ， 語 や文としてのまとまりを 考えて音読すること。 

3  単元の設定理由 

㈹ 児童について ( 実態調査より ) 

発音・発声について (4 月 25 口実施 ) く 資料 5 ノ 

① 声量が乏しい ( 声を続けて出す ， …‥ 10 秒 以下 32 名 ) 

② 国形 が /h 、 さく，唇の動きがほとんどない。 

③ 発音が不明瞭な 子が多い     
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サ行不明瞭Ⅱ 名 ラ行不明瞭川名 う行・ ダ 行の混同汚名 

ザ何 不明瞭 9 名 キ % 不明瞭 4 名 

④ 声が ガ サガ サ している子が 多い。 

⑤ 言葉の復唱が 出来ない子がいる。 ( 五音節以上になると 言えない 2 名 ) 

0  文字の読み書きについて (5 月川口実施 ) 

① 平仮名 ( 清音 ) は ， 語のまとまりとしてほとんどの 子が読める。 

② 平仮名 ( 清音 ) で 四 音節程度の言葉は・ほとんどの 子が書いているが・ 考えながら書く 

ので時間がかがる。 

③ 濁音， 半濁 昔を含む言葉は ，一昔ずつは 読めるが語として 読むのはむずかしい 子が多い       

④ 促音を含む言葉の 読み書きができるのは 数名程度。 ( 授業でまだ扱っていない ) 

⑤ 勘 昔を含む言葉の 読み書きができるのは 半数程度。 ( 授業でまだ扱っていない ) 

⑥ 一文の読みとしては ，まだ・一字一字拾い 読みをしている 段階の子が多い。 

[ 実態調査集計表 側 ] 
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(21 教材について 

一年生は語や 文の意味を理解するより 先に，言葉や 昔の面白さに 興味を持つ。 そして・ 言 

葉や昔の面白さは ，自分か声に 出して読むことによってさらにはっきりしてくる ，乙のよう 

な一年生の特性を 踏まえ。 言葉の響きやリズムの 面円さを味わわせながら ，たのしく声に 出 

させて自然のうちに 発音・発声の 基礎を身 (c つけさせたい。 また・みんなと 楽しくリズムに 

乗って読みながら ，一字一字の 拾い読みを解消していけるようにしたい。 乙のような願いを 

已 めて，子どもたちが 喜んで取り組める 教材 l あ いうえお で 遊 ほ う 」を特設することにした。 

これは，入門 期 における音読の 基礎指導を一連の 単元 (9 時間 ) に独立させたものであ る。 

教科書では，音読の 基礎的指導事項を 単元毎に段階を 追って配置してあ る。 これらの指導を 

関連音読とすると ，この「あ いうえ お で 遊 ほう」は，特設音読といえる 性格のものであ る。 

入門 期 における音読指導は・ 関連音読だけでは 系統的なきめ 細かい指導が 思うようにできな 

い " そ 乙で指導の柱を 二本立てにし ，音読の基礎を 児童一人一人にしっかり 身につけさせた 

いと考え・ 本 単元を設定した     

4  指導計画 C9 時間 ) 

め あ て 時 学 習 内 容 指導の手だて 

第 0 正しい発音， 発 (w 桝 遊びを通して ，大きな声で 歌ったり笑っ じゃんけん あ そ び 

  声のための母音 1  たりする。 か ごめがごめ 

沢 口 形 ，姿勢 ㈲友だちの声の 特徴 fc 気づく。 フ ープーブー 
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0 声の大きさがわ ---                                                                                                                                                                                                             

かる。 (1) あ い う えお体操を通して 母音の音の感じを あ いうえお体操 

つめむ " あ いうえおの練習 

2  (2 席を出す正しい 姿勢，呼吸法が 分かる。 

(3) 母音の正しい 国形がわかり 自分の口 形 ，を 鏡 

で 確認する。 ( 同形 図 ， 鏡 )   
Ⅲ動物のいろいろな 鳴き声を聞き 分ける。 昔 あ てクイズ   

3  (2 挿の録音を聞き ，自分の声や 友だちの声を 声の録音 

聞き分ける。 読む時の約束 

木 (3) 読み方のよいとこちゃおかしいところに 気   ロ の形 

づく。 ・大きな 声 

時 (4 泊分の声を耳で 確がめながら ，大きな声で   よい姿勢 

はっきり読もうとする 態度を育てる。 

0 五十音の止しい Ⅲ清音について 母音との っ ながりがわかる。 ひらがなのお 母さ 

発音の基礎が 分 4  (2 店千首 表 をたてに読んだり 横に読んだりす んさがし 

かり，簡単な 言 る 五十音義 

葉を話のまとま                                                                                                                                                                                                                   

りとして読むこ mI 櫛単 な言葉を ， 語のまとまりとして 読む。 とんだとんだの 乙 
5 

とができる。 ㈹ひらがな ( 清音 ) を正しく発音する。 と ばあ そび   
田 清音，濁音，半濁音の 音の違いがわかる。 へんしんゲーム① 

G 
(2) 濁音，半濁音を 含む言葉を正しく 発音する " がぎぐげご表   
Ⅲ清音， 勘 昔の音の違 い がわかる       へんしんゲーム② 

7  (2) 物音，促音，長音を 含む言葉を正しく 発音 なきごえゲーム 

する。 きゃ きゆ きょ 表 

  
0 はっきりした 発 ㈹「つち」の 詩を一昔一昔ゆっくり ，はっき 「つち」 

昔で 楽しく音読 8  0 読む。 みよしたつじ 

する， (2W 情景を思い浮がべながら 音読する       
Ⅲみんなで「 っち 」の詩を分担して 読む。 詩の朗読 

(2) グループに分かれて ，詩の朗読発表をする。 
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5  指導案 

題 め ① 子どもの心からほとぼしる 笑い声，自然な 声を外遊 ひ 

声 づくり の中で育てる。 

(1@ /9) あ ② 外遊びの中で 大きな声を出すことにより ，正しい発音 

発声に必要な 声量を育てる。 

材 て 

    

時 指 導 の 手 だ   て 

学習内容 ， 活動 

別 口Ⅱ 咀 留 意 点 音読 ( 聴覚 ) 

1  じゃんけん遊 び をする。 5 分 0 教師のまねをして ，楽しく 手 ・声を合わせ 

Ⅲ げん 乙っ やま 遊びをしたり 歌ったりする「 て 歌う」 

(2)  じゃんけんぽん 

  2  「かごめ か ごめ」の遊びをする "    % 分   04 つのグルーブに 分けて・同     声をあ わせ 

3
 

を 作る。 て 元気に敬 0 最初は，ひとっのクルーブで う 

やってみせる。 

0 全員が鬼になるように 配慮す 

る 。   

「 ブ一 フープー   l の遊びをする。 2r@ 分 0 ひとっのグルーブに 教師が入 

声
け
 

の
分
 

ち
き
 

 
 

順
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を
を
 

フ
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4  反省する。 

0 な 力よく楽しくやっている ク     る 。 

ルーブをほめる。 

0 大きな声で元気よく 歌ってい 

る 人に双に出てやってもらう。 

0 よいところをさがさせる ， 友だちの 元 

気な声を聞 
  

  
く 

0 なかよくできたかな " 

0 元気な声で歌えたがな 

5 分 
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題 め ① 正しい発音をするための 母音日形がわがり ，姿勢に気 

あ いうえお体操 をつけて，みんなに 聞こえる声を 出すことができる。 

(2 /9) あ 

② あ いうえおの音の 感じを体でつかむ。 

材 て 

時 指 導 の 手 ， だ て 

学習内容 ・ 活動 

現用 日け 留 意 点 音読 ( 聴覚 ) 

1  リ ス 、 のまねっこ 5 分 0 手拍子をよく 聞いてまねさせ ・リズムを 聞 

る 。 ( こ 二とばもン一糸 哲化 二 ) く 。 

2  板書「あ いうえ お 」を読む。 干ノ 2 @@ ノ ノ Ⅰ j 07 一ィ --- ウ一ェ 一 オー 

07, ィ，ウ，ェ 。 オ   

3  あ いうえお体操をする。 12 分 0 姿勢の指導   体 全部で声 

山 手をゆっくり 上げながら 
0 呼吸の指導 を 出す ， ア 

(2) はをみせて 0 歌は体操を十分覚えた 後で文 ・リズムに 乗 イ 
㈹ おなかにボールがあ たったよ " カードを見せて 言わせる， って歌う   

いた L.) よ 。   く賢半井 1) ウ 
(4) とび上がって 

エ   
  ( 「 む ) おっ，なにかあ オ ， オ，オ ・ る ぞ 

  0 l-6 」と「お」はゆさぶりを 

かける。 

5  自分の口形を 鏡で確認する。 6 分 0 鏡を配る。 

0 自分の日形を 鏡でしっかり 見 

させる。 

6  正しい昔の聞きとりをする。 8 分 0 どの「 あ 」がいし ) か 聞かせて ・正しい苦を 

選ばせる。 聞き分ける 

7  口 形 図を見て発音する。 5 分 0 国形 国つ 教師の口 形 

( 声は出さない ) 

8  「あ いうえおのれんしゅう」を 読 3 分 0 鏡を見ながらさせる       ・国形に気を 

  む 。 つけて読む 
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題 め ① いろいろな虫や 動物の鳴き声，そして 友だちの声に 関 

昔 あ てクイズ   心を持ち，その 音の違いを聞き 分けられる 耳 ( 聴覚 ) を 

(3 /9) あ 育てる " 

木崎 ② 自分の声を耳で 確かめながら・ 大きな声ではっきり 読 

材 て も う とする態度を 育てる。 

時 指 導 の 手 だ て 

学習内容 ・ 活動 

項目 け 口 留 意 点 音読 ( 聴覚 ) 

  「あ いうえおのれんしゅう」を 声 5 分 0 鏡を机の上に 置く。 ・ ロ 形に気を 

を そろえて読む。 0 日 形を確認させる。 つけて読む・ 

22  「 昔 あ てクイズ 1 」をする。 1[ 扮 0 記録用紙を配布。 

～誰の鳴き声かな ～ 0 2 ひきの鳴き声を 聞いたあ と ・動物の鳴き 

(1) ひよ こ (2) にわとり 答えを書かせる。 声を聞き分 

㈹ かえる (4)  せ ろ 0 話 型を指導してがら 答えを発 ける。 

(5)  いぬ ㈹ ね こ 表させる " 

( ほくは……だと 思いますお 

3  「 昔 あ てクイズ 2 」をする。 10 分 0 自分の声だったら 0, 違った ・自分の声 や 

～誰の声がな ～ 
ら X を解答用紙に 書がせる。 友だちの声 

0 友だちの声も 分かる人は ， 友 を聞き分け 

読む時の約束 だちの名前も 書かせる， る 。 

山 口の形に気をつけて 0 読み方の良かったところを さ ・読み方のよ 

読む。 がさせる。 かった所を 

(2) 大きな声で読む。       0 読み方の良い 人を見せて， 読 聞き分ける 

㈹ よい姿勢で読む。 む 時の約束を子どもたちがら 

引き出す " 

4  「あ いうえ お たいそ う 」の歌を読 lCM 分 O 一人一人の声の 録音をする。 

む 。 0 約束に気をつけて 一斉 fc 読む ， ・一斉読み。 

0 約束に気をつけて 一人で読む。 ・一人読み。 

5  声の録音を聞く。 10 分 0 友だちの読み 方のよいところ ・自分の声の 

をさがさせる。 録音を聞く・ 

0 自分の読み方のおかしいとこ 

ろに気づがせる。 
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題 め   ① 

ひらがなのお 母さん 

さがし あ ② 

(4 /9) 

材 て 

学習内容 ・ 活動 

1  「ひらがなのお 母さんさがし」を 

する。 

Ⅲ か 

(2)  く 

(3)  乙 

(4) き 

(5) け 

2  ワークシートで 練習する。 

3  「ひらがなの 子どもたちさがし」 

をする。 

4  五十音 表 をたてに読んだり ，横に 

読んだりする。 

5  「あ えあ えたいそう」の 歌をうた 

う 

( 資料 2) 

清音について 母音との っ ながりを理解する。 

ひらがな ( 清音 ) を正しく発音することができる。 

時 指 導 の 手・ だ て 

Ⅲ   目け 目 
留 責 ヒ   点 音読 ( 聴覚 ) 

l(M 分 o 五人のお母さん ( 母音 ) を 提 ・ひらがなの 

示する。 発音を聞い 

0 文字 ヵ一ドを 順番に提示する "  て 母音を聞 

が -+ くづこづ ・ き づけ き 分ける " 

0 「 か 」を長く発音し 聞がせる。 

「最後に何と 言っているがな」 

0 日形も鏡で確認させる。 

0- 背読みづ一人読み 

W5 分 0 一斉に声を出してお 母さんの ・自分 百 発音 

昔を聞き取らせる。 しながら， 

0 何名かの子を 指名して言わせ 母音を聞き 

リナ ける 0 

  

  たちを並べていく。 もたちの音 

0 子どもたちのどこが 似ている の類似部分 

か 聞き取らせる。 を 聞き分け 

W0 分 0 ゆっくり。 はっきり発音する。 る， 

0 読む時の約束を 確認しながら ・リズムにの 

読ませる。 って楽しく 

0 国形を鏡で見ながら 読ませる。 読む。 

0 リズムに乗って 楽しく読む エ - 

夫 をする。 

5 分 0 日 形を変えないで ，舌を前後 ・舌を速く動 

に 動かす練習。 ( あ え あ え ) かして読む 

0 舌の上下運動。 ( れろれろ ) 
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題 め ① l- つち 」の詩を聞き ， 耳からのイメージを 色や絵に表 

声の朗読 す 。 

(8 /9) あ 

② 一昔一昔はっきり 山形に気をつけて 音読する         

材 て 

時 指 導 の 手 だ て 

学習内容 ・ 活動 
  

田印 P Ⅱ 留 意 点 音読 ( 聴覚 ) 

1  「つち」の詩を 聞き，イメージ 化 Ⅲ 分 0 教師は 2 回くりかえして 読む。 ・詩を聞き ， 

する " 0 「どんな色が 見えたがな」 耳 がらの ィ 

イメージ化した 色に近い色紙 メージを 色 

  を 取らせる。 や 絵に表す   

0 「何が聞こえたがな」と 発問 
  

し， いろいろな音や 声を言わ 

せてみる。 

0 「今度は何が 見えたかな」 

見えたものを 絵に書かせる。 
  
  
  

( 色紙の上に書く ) 

  2  「つち」の詩を 一昔一昔ゆっくり ， ly 分 o 発音が不明瞭になりがちなと   一昔一昔 の 

はっきり読む。 こ ろを取り立てて 指導する。 づ くりはっ 

あ り ( 最初のあ ) ひいて (H)  きり音読す 

ちょう ( 勘者 ) よっ と ( 促音 )  る 0 

  ようだ ( 長音の読み方 )(da) 

3  情景を想像しながら 音読する "  K0 分 0 「どんな 色 ，どんな形」 

「どんな気持ち ? 」 

ほ ついて考えさせる。 

0 情景を想像しながら 音読させ ・気持ちを 込 

る 。 ( あ りを見た経験 ) めて音読す 

一斉読みづ交互読みづ 分担 読 る 

みづ - 人読み 

@
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活現 
め ① みんなで「 っち 」の詩を分担して 読むことにより ， 昔 

詩の朗読 読の基礎的技能を 伸ばす。 

(9/9) あ 

② 詩 詩の朗読発表を 通して，朗読の 楽しさを味わう。 

舛 て 

時 指 導 の 手 だ て 

 
 覚

 
聴
 

 
 

Ⅰ
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苗
 
%
 

土
日
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 1  「 つ ら」の詩をみんなで 読む " 
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  詩 の 暗唱 

・一斉読み 

  分担読み 

  読み方のよ 

い 所を聞き 

4  詩の朗読発表会まする。 20 分 0 グルーブごとに 発表す     分ける " 

0 友だちの発表のよいところを ，朗読発表 

聞き取らせる。 友だちの音 

よ あ ひ ち あ つ 
読めよいと 

っ あ い ょ り ち 0 あ りの様子が目に 浮かんでく ころを聞く。 

と て う が め るような読み 方をしていたね。 

びり い の よ 0 最初の時よりずいぶん 上手に 

よ く Ⅰ ま し なったね。 

う オ a た 

だ を つ 0 一人一人の読み 方をそれなり 

じ に 認めてやる。 
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6  本時の評価 

山 児童の評価の 観点 

① 鏡を見て自分の 口形や顔の動きを 確認することができたか。 

② 動物の鳴き声を 耳を澄まして 聞くことができたが。 

③ 動物の鳴き声を 正しく聞き分けることができたか。 

① 友だちの声の 録音を耳を澄まして 聞くことができた ；       

⑤ 声の録音を問いて ，自分の声であ るかないかが 分かったか。 

⑥ 友だちの声を 正しく聞き分けることができたか。 

の 母音日形に気をつけて 読むことができたが。 

⑧ みんなに聞こえる 大きな声で読むことができたが。 

⑨ 正しい発音・ 発声のできる 良い姿勢で読むことができたか。 

(2) 教師の評価の 観点 

① 導入のし・かたは 適切であ ったか。 

② 教材の選定は 適切であ ったか。 

③ 学習形態は適切であ ったか。 

④ 板書は適切であ ったか。 

⑤ ワークシートの 内容は適切であ ったか。 

⑥ 教師の助言は 適切であ ったが。 

① 学習のまとめ 方は適切であ ったか， 

7  授業記録 ( 本時 ) 

  前 的の学習を想起し ， 「あ い うえ おの練習」を 読む。 

T  この前学習したことを 覚えていまずか " 

何かな。 ( 日 形図を示す ) アづイ づウ づエづオ 

鏡を見てね。 ア，イ，ウ，エ ，オ 鏡を見て確認させたが ， 鏡と 

唇 引っ張って，やわらかくします " 日形図を同時に 見せるのは 佃 

C  「あ い うえ おの練習」 る 一斉に読む " 

(1) 唇に手をあ て， ア，イ，ウ，エ ・ オ 0 その都度，動いたがどうか 確 

(2) あ ごに手をあ て， ア，ィ，ウ，ェ 。 オ 認 させ， 円 だけでなく 体 全体 

(3) ま ゆに手をあ て， ア，イ，ウ，エ   。 オ で 発声させるようにした。 

(4) ほほに手をあ て， ア，イ，ウ，エ ，オ 0 ⑥のところでは ，息をいっぱ 

㈲ おなかに手をあ て， ア，ィ，ウ，エ ，オ い 吸わせるようにしたら ， 大 

㈹ む ねに手をあ て， ア，イ，ウ，エ ，オ きな声が出るようになった ， 
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(7) みんな動かして ， ア，イ，ウ，エ ，オ 

2  「 昔 あ てクイズ 1 」をする。 ( だれの鳴き声かな ) 

( テープレコーダーを 出す ) 

T  みんなの人好きな 動物の鳴き声が 入っています。 

昔 あ てクイズ・を 始めましょう。 

わかった人は ， 声を出さないで 紙に書きます。 

( ワークシートを 配る ) 

辮 テープ ( ひよことにわとり   

C  ( 静 ； ，に 聞く ) 

T  二人いたの ゃ 一人なめ り 

二つの時は・ 1 番と 2 番に分けて書し、 てね。 

も う 一回聞きます 0 

辮 テープ 2 回目 

T  わかった 人 ・答えて下さい。 

C  私は，にわとりだと 思います。 

C  ぼくは。 すずめだと思います。 

C  ほくは，ひよ 乙だと 思 ・います。 

C  は くは，とりだと 思います。 

C  わたしは，ひよことにわとりと   芭   L.) ます。 

T  答えは，ひよことにわとりです ，もう一同聞いてみよう 

凌 テーブ 3 回目 

T  次にいきます。 

楽 テープ ( かえると せみ ) 

T  わかった人は 声を出さないで 書 乙うね。 

C  私は ， 「かえると せみ 」と思います。 

C  は くは， 「かえると ぜみ 」と 思 、 います。 

T  答えは，かえると せ みです， 

C  やった・やった ! 

T  もう一回聞いてみようね。 

これはがえるだよ。 これは せ みだよ     

3  「 昔 あ てクイズ 2 」をする。 ( だれの声がな ) 

T  今度は誰の声かな。 きょうは，みんなの 中から抽選で 

人の人の声を 聞いてもられます。 

物 のひよこの鳴き を 、 

経験が乏しいためかむず ； 

  そうにしていたが ，にわ 

はすぐ分がり 喜んで書い 

) た 。 こ 乙では・ @-   あ れ   

、 な ? 」と思わせて 一生懸 

かせるのが目的だったの 

0 ぬらいは達成されたと   

  

舌 型を指導した。 

表を板書した。 

  
  

  

    

， えるの今までの 概念「 ケ 

ロケ ロ 」とはず い ぶん 違 

ていたため，最初は 分から 

いようすだったが ，耳を澄 

して一生懸命聴くうちに ， 

「あ あ ，わかった」という 

があ ちこちから上がった。 

せるの鳴き声は 毎 日 聞いて 

るのでよく分かり ，一斉に 

筆が 動いていた。 
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畜 テープ (1 番 ) 

C  ぼくは，ゆつこさんの 声だと思います。 

C  私は ， ゆうこさんの 声だと思います。 

T  ざ んねん，あ きらくんでした " 

(4 番まで繰り返す ) 

T  4 人ともみんな 読み方がよかったね。 

たいきくんにもう 一度読んでもらいますから   よく聞い 

てください。 よかった所をさがしてね。 

C  エ 一エ エ 一エエ % エーえじそん えらけ。 

C  わたしは， ロの 動きがよかったと 思います。 

T  そう， ロ の形に気をつけていたぬ。 

じ 私は ， 手がよかったと 思います。 

T  背中もまっすぐでしたね。 

C  大きな声で読んでいました。 

T  たいきくんはこの 3 つの約束を守っていたがら 七 - 手に読 

めたんだね u 

C  (3 つの約束を一斉に 読むい 

T  みんなもこの 3 つの約束を守って 読めるかな " 

C  C 一列目から順に ) 

プーア ア 一アアアア一あ んばん あ まい。 

T  一列の人の声を 聞いてみようね。 

C  ( 静がに聞く ) 

T  次の列の人どうぞ。 

C  イ ーイ イ ーイイィイー いい乙は いるが。 

T  聞いてみようね。 

C  C 静がに聞く ) 

T  みんな -   緒に読んでみよう。 

C  ( みんなで，あ い うえね たいそうの歌を う た うつ 

  T  3 つの約束を守って 読むと・ ト 手に読めるようになるんだね 

  

  

0 一番は，比較的おとなしい 子 

の声だ「たので ，みんな間違 

ってしまう。 本人も自分の 声 

だと気がつかない。 

0 二番から四番までは ，特徴的 

な声の子どもたちだったので   

みんなすぐ分がって 大はしゃ 

ぎしていた。 本人たちも姉人 

はすぐ分かっていたが ，一人 

は友達に言われるまで 分から 

なかったらしい。 一年生にと 

っては自分の 声の録音は初め 

て 聞くので難しか   たと 柑、 ぅ   

今後も自分の 声を 情可 く機会を 

多く持たせたい。 

0 友達のどこが よ がⅠたかを 実 

際に見せながら 探さ せたのは 

よかった。 

0 自分の声を聞くのは 恥ずかし 

いのが耳をふさいだり ， 昭れ 

臭 そうにしていた - 後で感想 

を聞くと ド うれしかった」と 

いう千がほとんどだった」 

0 一年生にとって 自分の声を客 

観的に聞き取るというのは 難 

しいと思うが ， こ r では，自 

分の声に少しでも ，関心を持っ 

てくればいいと 思う。 

0 一人読みの時間を ，もっと ， 

多く取る へ きだ「 た 「 
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8  授業研究会の 記録 

① 授業者の反省 

① 子どもの反応や 所要時間 6c ついて，全く 予想のつかない 授業で不安がいっばいだった。 

② 「 昔 あ てクイズ 1 」では，本物の 鳴き声を聞いたことがない 子が多く ， 特に・ひよ こ は 

むずかしそうだった。 ここでは，子どもが l しっがり自分の 耳で聞こう」とする 態度が身 

に付いてくれればいいと 思う。 

③ 今日の授業の 主となるねらいは ， 3 番目の活動にあ ったが， 1 . 2 の活動に居った 以上 

の時間ががかり ，目標達成に 向けて -l- 分な取り細みができなかった。 

④ 以後の授業 ( あ と 6 時間 ) で，きょうの 子どもたちの 気 づきを大事にし   さらに聞くこ 

とを大切にしながら 音読の力を伸ばしていきたい。 

(2 ク 意見 目 Ⅰ 

① 尼童は ，テープの鳴き 声や友だちの 声にとても関心を 持って，よく 聞いていた。 

② " つ と多くの子が 発表する場があ 「てもよかったのではないか。 

③ 鏡を見るのか 里 板を見るのがはっきりしないところがあ った。 

④ 注意をする言葉がなく ，子どもたちを 集中させるための 方法を工夫していたのはよかった。 

⑤ 視聴覚 室の ．   - いすが一年生の 体に合わなくて ，足がぶらぶらし ，まっすぐ坐りにくか 

っ たため姿勢が 思ぐなっていだ。 

(3) 指導助言 ( 諸 兄 里 穂指導主事 ) 

く 良い占 ノ 

0  本時の目標は 大きく分けて 二つあ ったが   聞かせる内容の 指示が明確で 聞く活動㏍よく 

やっていたと 居、 う 。 

0  興味・関心を 起こさせながら 展開していった 指導過程はよがった。 

0  日 形 は ，よく理解していたのではないか。 

0  詩型 ( 主語，述語をはっきりさせる ) は，低学年のうちがら 身につけさせる 必要があ る 

が ，授業の中でしっかり 押さえて指導していたのはよかった。 

く 改めたい 点ノ 

0  実際に一人一人読む 機会をもっと 取ってほしかった。 

0  日形も鏡だけでなく ，お互い ぺア で向かい合って 見させるのも 良い方法であ る。 

0  前に出て話させる 場合も，全員に 向かって押形も 見せながら言わせた 方が効果的であ る， 

0  「良い姿勢」 「大きな 声 」も低学年においては ，体を通して 理解させるよ う に工夫して 

ほしい。 

V  資 料 
く 資料 1 ノ く 資料 2 ノ 

③の⑤ 0 0  ぁ             
  あ お ま い え・ り うな のそ     
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く 資料 3 ノ 児童の感想、 
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く 資料 4 ノ 学習の様子       

昔 あ てクイズ「何の 鳴き声かな」 昔あ てタイ ズ の答を発表している 

テ ープに入っている 動物の鳴き声に 真剣に 0  「ハイ，わかりました ソ 」自信を持って 

耳を傾けている。 手をあ げる児童。 

0  解答用紙に答を 書き入れる子どもたち。 

「ちょっとむずかしいよ   
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ぐ資 ￥ ;L5,  発音の実態調査に 使用した 絵 カード 
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音 読 個 別 化 表 
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Ⅵ研究のまとめと 今後の課題 

「 研究の成果 

(1) 耳を使った活動に 喜んで取り組み ，自分の声や 友達の声に関心を 持つようになった - 

(2) ）とばのリスムや 昔の面白さを 体で感じなから 楽しく音読することかできた ， 

2  今後の課題 

田 晋や声の聞き 分けは楽しく 興味をもってできたか ，ことばや文になると 語彙 か 乏し L,) ため 

に 語の感覚や意識をもった 聞き分けは，またまだ ひ すかしい " 今後，さらに 語としての イメ 

一ジ をもった聞き 分けかできるように ，指導の工夫をしていきたい。 

22) 簡単な単語や 短い丈は ， 拾い読みでなく 語のまとまりを 考えて読むことかできたか ，少し 

長い文の読みになると ，またまた文字への 抵抗が大きく ，楽しんで読んでいる 子は少ない。 

子どもたちの 読みの実態に 合った教材文の 選定について 配慮していきたい「 

(3) 音読の基礎は ，国語たけでなくあ らゆる生活を 通して指導するものであ るということを 学 

級 つくりの墓木に 置いて，音読が 育つ環境設定を 考えていきたい。 

(4) 発音に特に問題かあ る干に対する 個別指導の場の 設定について 考慮していきたい。 

おわりに 

今まではたた 何となく指導していた 音読に，今回，じっくり 取り組む こ とができた「研究してい 

くうちに，教師としての 姿勢をいろいろと 反省させられることか 多く・今まで㏄ 自分を振り返るよ 

い機会となった。 

研究期間中，諸兄 里 捻 指導工事をはじめ ，たくさんの 先生方から多面にわたるご 指導とご助言 

をいたたきました。 心がら感謝申し 上げます。 
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